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１． 背景とこれまでの課題 

 

世界的穀物価格高騰に起因する配合飼料価格高騰が始まって久しいが、特に大豆系飼料原料の高騰は激

しくなっている。黒毛和種雌牛肥育においては、去勢牛と比較して余分な脂肪が付きやすく、しっかりと

した筋肉を作るのが難しいこと、また尿石症となる可能性が低いことなどから、よりタンパク質が豊富な

配合飼料を与えている傾向がある。 

しかし前述の現状から、過剰なタンパク質（大豆粕等）の配合は経営に不利に働く可能性がある。 

また、牛はタンパク質の過剰は体内にアンモニアを発生させ、これが肝臓に負担をかけていることもあ

る。 

一般に肥育後期（約２０ケ月齢以降）では筋肉の最大発達期間はすでに終了しており、前期（２０ケ月

齢以前）と比べて餌のタンパク質含量を下げることができるとされている。 

 肥育後期においてタンパク質含量（大豆粕混合量）をなるべく低く抑えることができれば飼料単価が下

がるのではないかと想定されるが、どの程度が最も経営に有利であるのかは判明していない。 

よって、さまざまなタンパク質含量の飼料で現地実証試験を行い、データを蓄積していくことは有意義

である。 

２．成果の概要 

(1)タンパク減区の方が採食量が多くなり、有意差は見られなかったものの平均枝肉重量が２２ｋｇ重くな

った。 

 

(2)肉質や脂肪質にはがほとんど差が見られなかった。 

 

(3)タンパク減区で採食量が増え、且つ飼料効率は若干落ちたので飼料費削減効果はなかった。 

３．成果の慣行技術への適合性と経済効果 

 

（１）タンパク質含量を下げることで食欲増進あるいは食い止まりの抑制効果がある可能性が示唆された。 

 

（２）枝肉重量が増えることによる売上増が期待できる。 

４． 普及上の留意点 

 

（１）ＣＰを下げると飼料単価は下がるが、飼料効率は悪くなる可能性があるため、飼料費を下げたい農家

に普及する場合は注意が必要。 

 

 （２）今回はＣＰを14.06から12.69に下げた場合の比較であり、すでにＣＰが１２前後の飼料を使っている

農家がこれより低くしても同じような効果がでるとは限らない。 
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